
神 奈 川 県 内 科 医 学 会 

第３回心臓血管病対策委員会 
 

日 時 平成 26 年 10 月 1 日（水） 20：00～ 

場 所 神奈川県総合医療会館 １階会議室Ｂ 

 
出席(敬称略) ： 

國島、羽鳥(裕)、三谷、陳、堺、岩澤、中村、高橋(基)、羽鳥(信)、平松、濱田、笹生、阿古、高橋(直)、 

鈴木(洋) 

書記：堺 

 

議 事 

 １ 委員の交代について 

   座間綾瀬医師会浅利先生から鴇田尚樹（ときた なおき）先生に交代。→ 承認 

 

 ２ 神奈川県内科医会幹事会報告(9月11日) 

   １）委員会アンケート等の会員送付済み 

     ASSAF-K趣旨および症例登録用紙 

     心房細動のより良い病診連携を求めて（FAX回収） 

   ２）会則の報告・承認 

   ３）11月26日学術集会（共催講演）の承認 

   ４）7月30日委員会活動報告・承認 

 

 ３ 事業計画案 

  １）ASSAF-Kについて 

    県央・県西部・東海大学・北里大学・聖マリアンナ医科大学に症例登録を依頼してゆく。 

     ＞9月27日心臓病学会中の八大学循環器研究会にて依頼 

→ 依頼済み 

     ＞講演会開催日での追加説明の予定（メーカー依頼） 

     ＞＞＞地区医会の会合日を確認 

→ 今後日程調整などを行う 

  今後の学術集会に関してAfやNOACを含めても良いのではないか？ 

     ＞9月26日心臓病学会（仙台）にてポスター発表（羽鳥先生） 

→ 発表内容の報告 

＞すでに配布済みだが、1年目・3年目の調査部分のみ変更予定。 

    年内からフォローの調査開始（県医師会申請済） 

＞今回のCVDCCでも紙、Web、ランタイムソフト、各種入力方法を準備している。 

登録票は記入頂き、県内科医学会へ郵送。Webは以前までのシステムから変更し、

データ送信のみ。Web・ランタイムのID／PWが必要な場合問い合わせ。 

 

  ２）紹介すべきAｆについて：三谷先生（横浜） 

    アンケート調査を開始  今後集計 

    心房細動紹介状について（神奈川県内科医会幹事会での承認済） 

     ＞今後の活用方法について 

  → アンケート郵送済み 



 

 

３）PHの検討について：岩澤先生（横須賀） 

  慢性PHの治療が多様化している。横須賀でPHのパンフレット配布し開業医から紹介

を頂き、各種検査で評価の上、PHであれば肺動脈圧正常化を目標に治療し、予後も含

めて調査中である。参考までに教科書的な心電図変化は少数であり、労作時の息切れ

など症状から発見される症例が多い。今後は全県拡大を目指すのであれば精査・加療

が可能な病院の選定、地域の中核病院の検索を行ったうえで、周辺の開業医へ案内を

開始するなど、詳細を検討する必要がある。 

 

４）新たな心房細動検討について：羽鳥先生 

熊本大学小川先生、京都医療センター赤尾先生など全国調査について  

 →10/5の会議に羽鳥先生出席予定 

  メーカーが関与しているため、CVDCCでは案内のみ 

 

北里大学阿古教授より 

 Af症例におけるPCI後慢性期、抗血小板療法と抗凝固療法のリスクとメリットに 

 ついて検討がある（AFIRE） 

 →詳細な計画決定後に再度案内を行うこと、となった。 

  また薬剤の特徴についても、再度アナウンスの必要性が上がった。 

 

 ４ 副委員長辞退について 

   横浜南共済病院 副院長 西崎光弘先生（神奈川不整脈研究会代表幹事） 

   から辞退の申し出がありました。 

 

 ５ 新副委員長の推薦について 

   西崎先生辞退にて、副委員長を選出、自薦・他薦をお願いします。 

→ 陳先生より堺先生推薦あり → 承諾 

    

 ６ そのほか 

 

 ７ CVDCC MLへ加入よびかけ 

基幹病院の先生を個人、もしくは診療科の代表、医局なども含めて参加希望の先生や医

療機関の登録を促す。 

 

 ８ 次回予定日  平成２７年 １月２１日（水）20:00～ 

          場所：神奈川県総合医療会館 1 階会議室 

 

 ９ 11 月 26 日心臓血管病学術集会に多くの方に、来て頂けるよう宜しくお願い致します。   

 


